
原子力発電環境整備機構（NUMO）の
最近の取組について

2021年3月
原子力発電環境整備機構（NUMO）

資料９



１ 対話活動の状況
（１）北海道（寿都町・神恵内村）における文献調査の状況 ・・・・・・・・1

・文献調査の開始
・「対話の場」の設置に向けて

（２）全国での対話活動の実施（対話型全国説明会） ・・・・・・・・3
（３）その他の対話活動 ・・・・・・・・4
（４）幅広い層に向けた情報発信 ・・・・・・・・7

２ 技術開発の状況
（１）包括的技術報告書の作成・公表 ・・・・・・・・9

・包括的技術報告書の今後の活用
（２）地層処分技術への信頼を高めるための技術開発 ・・・・・・・・11























地層処分技術への信頼を高めるための技術開発
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■中期技術開発計画に基づく技術開発の推進

〇中期技術開発計画：「地層処分事業の技術開発計画（2018年度～2022年度）」
・ 「地層処分研究開発に関する全体計画」（平成30年度～令和4年度、地層処分研究開発調
整会議が2020年3月に改訂）に基づき、事業の安全な実施、経済性及び効率性の向上等の観
点からNUMOが作成（2020年8月改訂）。
 主要３分野（地質環境、工学技術、性能評価）の技術開発
 中長期的に研究開発を進める上での重要事項

・ 技術マネジメントやそれを支える仕組みと今後の取り組み、国際連携・貢献等

■技術開発を進める上で今後の重要な視点

事業段階ごとにセーフティケース作成と信頼性向上に向けた技術開発計画への反映を繰り返し、事
業の信頼性を着実に向上
【重点項目】：セーフティケースの論証性向上を基軸とした知識マネジメントの推進
サイト固有の条件や規制要件、地域社会からの要請等の条件を踏まえ、安全性の向上に寄与する
技術開発を実施
【重点項目】：処分場設計の最適化
多様なステークホルダーとのコミュニケーションを通じた、社会の納得につながる技術開発ニーズの抽出
と技術整備への反映
【重点項目】：文献調査を通じた地域対話、多様な学協会における専門家との技術対話を通じた

技術の発信と懸念事項の抽出



【参 考】 国内外関係機関との技術連携（例）
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JAEA施設へのNUMO若手技術
者の派遣

エスポでの国際共同プロジェクト
（横置き定置装置）

グリムゼルでの国際共同プロジェクト
（コロイド長期移行試験）

カナダNWMO社との共同研究
（銅コーティングオーバーパック）
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【参 考】 NUMO概要
１．事務所所在地

〒１０８-００１４ 東京都港区芝４－１－２３ 三田ＮＮビル ２階､１２階

２．設立年月日
平成１２年１０月１８日（設立認可日）

３．事業内容
高レベル放射性廃棄物などの最終処分地の選定、建設操業、閉鎖（約100年）

４．役職員（令和３年３月１日 現在） 職員数：１６８名
理事長 近藤 駿介 副理事長 藤 洋作 専務理事 田川 和幸
理事（常勤）梅木 博之 理事(非常勤)   井手 秀樹 監事(常勤)     田所 創

伊藤 眞一 松本 真由美 監事(非常勤) 中村 多美子
宇田 剛 早田 敦
紀平 浩司

５．評議員（令和３年３月１日 現在）
池辺 和弘 大江 俊昭 児玉 敏雄 西川 正純 崎田 裕子
城山 英明 友野 宏 長辻 象平 西垣 誠 東原 紘道
古田 悦子 山地 憲治 四元 弘子


